
MidiMovie 取扱説明書
MIDIキーボードで映像に合わせて演奏し、重ね録りして音声を書き

出します。

バージョン 2.0 · 2026-10-07

https://midimovie.aualrxse.com/
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1. MidiMovieでできること

MidiMovie はウェブブラウザだけで動きます。動画を読み込み、映像を見ながらMIDIキーボード(またはPCの

キーボード)で演奏すると、演奏が映像と同期して録音されます。気に入ったテイクは残し、好きなだけレイヤ

ーを重ね、ピアノロール形式のエディターでノートを1つずつ微調整して、WAV音声ファイルとして書き出せ

ます。

何もアップロードされません。動画・ノート・音色はすべてブラウザの中に保存されます。

Chrome または Edge 推奨(MIDIキーボードにはWeb MIDIが必要です)。

MIDIキーボードがなくても、PCのキーボードや画面のピアノ鍵盤で演奏できます。

2. クイックスタート

1. https://midimovie.aualrxse.com/ を開き、+ 新規プロジェクト を押します。

2. プレーヤーに動画ファイルをドロップします(または 動画を読み込む)。

3. MIDIに接続 を押し、ブラウザの確認で許可します。PCキーボードで弾く場合は不要です。

4. インストゥルメント パネルで音色を選びます(かんたんタブ → カードを押すと試聴できます)。

5. 赤い 録音 ボタンを押します。カウントインのあと動画が再生され、演奏が録音されます。

6. もう一度録音(または Esc)で停止し、新規レイヤーとして保存 か 破棄 を選びます。

7. 同じ手順でレイヤーを重ね、ノートエディター で細かく調整します。

8. ミックスを書き出し (WAV) を押して音声をダウンロードします。
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エディター画面の全体。

3. プロジェクトと自動保存

最初のページにプロジェクト一覧が表示されます。プロジェクトを開くと、そのプロジェクト専用の動画・レ

イヤー・音色・設定でエディターが開きます。変更のたびに少し後で自動保存され、画面上部に 保存済み と

出れば安全です。
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プロジェクト一覧と取扱説明書へのリンク。

リロードしても消えません: リロード後も、レイヤー・音色・設定・再生位置、そして動画そのものが復元

されます。動画はブラウザ内(IndexedDB)に保存され、サーバーは使いません。

名前の変更 は一覧から、またはエディター上部の名前欄で行えます。複製 はレイヤーと動画ごとコピー

し、削除 は両方を消します。

ファイル書き出し / プロジェクトファイルを読み込む でバックアップ(.midimovie.json)やPC間の移動が

できます。ファイルにはノートと音色が入りますが、動画は含まれません。読み込み後は動画を読み込み

直してください。

プロジェクトは使ったブラウザ・端末の中だけにあります。サイトデータの削除、プライベート/シークレ

ットウィンドウ、別のブラウザでは表示されません。大事なものはファイルに書き出してください。

大きな動画はブラウザの保存容量を使います(使用量は一覧ページに表示)。動画を保存できない場合はメ

ッセージが出て、リロード後に動画の読み込み直しが必要になります。

エディタの プロジェクト ダイアログ（または各プロジェクトカード）の バックアップ (ZIP) は、映像とサ

ンプルも含めて保存します。
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4. MIDIキーボードの接続

MIDIパネルとリアルタイムモニター。

キーボードを接続して MIDIに接続 を押し、許可します。接続された入力デバイスが一覧に出ます(チェッ

クを外すと無視)。後から挿したデバイスも自動で現れます。

チャンネル で特定のMIDIチャンネルだけ受け付けます。ベロシティ → 固定 (100) は打鍵の強さを無視し

ます。

MIDIモニター に受信メッセージ(ノートオン/オフ、コントロールチェンジ、ピッチベンドなど)が表示さ

れ、機器の動作確認に便利です。

対応: ベロシティ付きノート、サスティンペダル(CC 64)、ピッチベンド(録音もされます)、オールノートオ

フ。

オクターブ と トランスポーズ(キーボードのカード、または Z / X キー)で、聞こえる音・録音される音の高

さを変えられます。

MIDIがないとき: PCキーボード (A W S E D F T G Y H U J K O L P ;) で演奏できます。鍵盤に対応する文字が

表示されます。鍵盤のクリックでも弾けます。Z / X でオクターブ変更。

音が出ない場合: ブラウザはページを操作するまで音声を止めています。画面のどこかをクリックして(オレンジ

のバナーが案内します)、もう一度弾いてください。
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5. 音色の選択と作り込み

インストゥルメント パネルには3つのタブ（かんたん・プロ・サンプラー。サンプラーは専用の章で説明）が

あります。演奏中に聞こえる音が、そのまま録音されます。

かんたんタブ: 楽器風の音色を選ぶ。

かんたん — 約55種類の出来合いの音色を、リファレンス / 鍵盤 / リード / ベース / パッド・弦 / 撥弦・打

楽器的 / EDM / ドラム・ヒット / 効果音 のカテゴリーに収録。カードを押すと選択され、短い試聴音が鳴

ります。「低音で弾く」と書かれたカード(キック、サブドロップなど)は C1〜C2 付近が最適です。

3つのマクロスライダーで、どの音色も調整できます: 明るさ、長さ、空間(リバーブ)。

現在の音色を保存 で、自分用の音色を マイサウンド に保存できます(このブラウザに保存され、全プロジ

ェクトで共通)。

リファレンス には、お預かりした音声や言葉の説明から作った音色が入ります。例: ゴーストコーラス —

ゆっくり立ち上がる柔らかいコーラスで、わずかに震え(約3.4Hzのビブラートとトレモロ)、広いステレオ

と長いリバーブを持ちます。

音色はシンセサイザーで生成しているため、ピアノや弦はサンプル録音ではなく近似です。
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プロタブ: シンセサイザーの全パラメーター。

グループ 役割

オシレーター 2つのオシレーター(サイン/三角/ノコギリ/矩形)。2つ目はピッチとデチュ

ーン可。ノイズ源もあります。

FM ベル、エレピ、金属的な音を作る変調器(量・比・ディケイ)。

フィルター ローパス/ハイパス/バンドパス。カットオフ、レゾナンス、キートラッキ

ング、減衰エンベロープ(マイナスで上向きにスイープ)。

アンプエンベロープ 音量のアタック・ディケイ・サスティン・リリース。

ピッチ / ビブラート ピッチエンベロープ(ザップ、落下音)、ビブラートとトレモロ(速度/深

さ)、ベンドレンジ。

出力 ステレオの広がり、リバーブ量、レベル。

プリセット メニューと ランダム ボタンはプロタブにあります。値を変えると音色は「カスタム」になり

ます。

レイヤーの この音色を使う はそのレイヤーの音色をパネルにコピー、現在の音色を適用 はパネルの音色

でレイヤーの音色を置き換えます。録音後に音色を良くすることもできます。
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6. 録音とレイヤー

プレーヤー、タイムライン、トランスポート。

設定 意味

再生速度 録音中の再生速度: 1×、¾、½、¼（次の章を参照）。

録音の開始位置 先頭 は先に0:00へ戻ります。現在位置 は再生ヘッドの位置から始めます。

カウントイン 映像が始まる前のカウントダウン（ビープ付き）。オフ / 1 / 2 / 3 / 5 秒。

レイテンシ補正 と 録音中に既存レイヤーを聞く は 設定（右上のスライダーのアイコン）にあります。

1. 録音 を押すと動画が再生され、REC表示が出ます。

2. 演奏します。もう一度 録音、停止、または Esc で終了します(動画が最後まで進んでも終了します)。

3. 強調表示された 新しいテイク カードが出ます。プレビュー は映像と一緒に再生、新規レイヤーとして保存

は保存、もう一度録音 は破棄してやり直し、破棄 は捨てます。
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レイヤー: 音量、ミュート/ソロ、ずらし、書き出し。

各レイヤーには、固有の音色、音量、M(ミュート)、S(ソロ)、ずらし (ms)(レイヤー全体を時間方向にず

らす)、名前欄、WAV(そのレイヤーだけ書き出し)、×(削除)があります。

映像の下のタイムラインに全レイヤーが表示され、クリックやドラッグで映像をスクラブできます。

テイクの保存/破棄を決めるまで、録音ボタンは押せません。先に決めてください。

7. ノートエディター(ピアノロール)

録音後、映像を見ながらタイミングや長さを修正できます。レイヤーの ノートを編集 を押します(新しいテイ

クは自動で選択されます)。
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ノートを1つ選択したノートエディター。

操作 方法

ノートの移動 左右(時間)・上下(音程)にドラッグ。選んだグリッドにスナップします。

長さの変更 ノートの左端または右端をドラッグ。

ノートの追加 空いている場所をダブルクリック(初期値 250 ms)。

複数選択 Shift+クリック、または空き領域をドラッグして範囲選択。ドラッグする

と選択したノートがまとめて動きます。

削除 選択して Delete / Backspace、または削除ボタン。

微調整 矢印キー: ← → は10 ms、↑ ↓ は半音。Shiftで100 ms / 1オクターブ。

正確な数値 ノートを1つ選ぶと、ロール下で 開始(秒)・長さ(ms)・音程・ベロシティを

数値入力できます。

元に戻す / やり直し ボタン、または Ctrl/Cmd + Z (Shiftでやり直し)。

映像のスクラブ ロール上部のルーラーをクリック/ドラッグ。ノートを動かす・選ぶと映像

もそのノートの開始位置へ移動するので、目でズレを確認できます。

ズーム / スクロール ズームスライダー、または Ctrl/Cmd + ホイール。ホイールで時間方向にス

クロール。「フィット」でレイヤー全体を表示、「再生位置に追従」で再生

中に自動スクロール。
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コピー / ペースト / 複製 Ctrl/Cmd + C で選択ノートをコピー、Ctrl/Cmd + V で再生ヘッドの位置に

ペースト、Ctrl/Cmd + D で選択範囲の直後に複製、Ctrl/Cmd + A で全選

択。ロール下のボタンでも操作できます。

選択ノートの移調 −12 −1 +1 +12 のボタンで、選択ノートをオクターブ / 半音単位で動かしま

す。

ベロシティレーン ロール下の帯に、各ノートのベロシティが棒で表示されます。棒を上下に

ドラッグ（選択中のノートは一緒に変わります）、または何もない場所を横

になぞると連続して描けます。「ベロシティレーン」のチェックを外すと隠

せます。

動画の再生中に行った編集は、マウスを離したときに反映されます。

8. スロー録音・コマ送り・マーカー

難しい場面はゆっくり再生して音を付けると楽です。ノートは 映像の時間 で保存されるので、半分の速さで

弾いたテイクも通常速度できっちり合います。

操作 内容

速度 1× ¾ ½ ¼ 演奏・録音時の再生速度（プレーヤーの下。録音中は変更不可）。

◀ ▶ ボタン · , と . キー 1フレーム戻る / 進む（Shiftで10フレーム）。フレームレートは自動検出。

ノート未選択のときは ← → でも同じ操作ができます。

旗ボタン · M 再生ヘッドの位置にマーカーを置きます。同じ位置でもう一度押すと削

除。マーカーはタイムラインとノートエディタに表示され、ノートが吸着

し、MIDIにも書き出されます。

[ と ] 前 / 次のマーカーへジャンプ。

タイムライン上の旗 クリックでジャンプ · ダブルクリックで名前変更 · Shift+クリックで削

除。

レイテンシ補正は実時間で効くので、スロー再生でも正しく働きます。

9. サンプラー: どんな音も楽器に

楽器パネルの サンプラー タブで、足音やドアの音、自分の声などを鍵盤で演奏できるようになります。
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音を読み込んだサンプラータブ。

音声ファイルを追加（WAV、MP3、M4A、OGG など）、マイクで録音（最長30秒。ブラウザが許可を求め

ます）、映像の音声から（読み込み済み映像のサウンドトラック）。

サンプルを選ぶと波形が表示されます。オレンジのハンドルをドラッグして開始・終了位置をトリミング

できます。

元の音程 はサンプルがそのまま鳴る鍵で、他の鍵は高く / 低く鳴ります。単発の効果音には 音程を変えな

い を選びます。押している間ループ はトリミングした範囲を持続させます。

スライス（自動チョップ）: いろいろな音が入った長い録音は、モードを スライス に切り替えます。自動

チョップ が音の頭を見つけて切り（感度 を上げると切れ目が増えます）、各断片が 最初のスライスの鍵 か

ら順に1鍵ずつ割り当たります。該当する鍵は鍵盤にオレンジの印が付きます。波形をタップで切れ目を追

加、切れ目をタップで削除、ドラッグで移動。最後まで鳴らす をオンにすると短く押しても断片が最後ま

で鳴ります。等分 は個数で等しく分けます。

アタック、リリース、トーン、リバーブ、レベルで音を整えます。サンプラーの音も他の音色と同じ使い

方で、録音すると各レイヤーが自分のサンプルを覚えています。

サンプルはブラウザに保存され、全プロジェクトで共有されます。バックアップ (ZIP) にはプロジェクト

が使うサンプルも含まれます。

10. 映像がもたついてもズレない理由

すべてのノートは、パソコンの時計ではなく 映像自身の時計(現在の再生時間)を基準に保存され、レイヤーの

再生も同じ時計に合わせて鳴らされます。ブラウザが詰まって10秒の動画が12秒かかっても、映像と音楽は一
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緒に止まり、録音したノートは正しいコマに乗ったままです。書き出しもその映像上の位置からオフラインで

レンダリングするため、音声ファイルの長さと位置は映像と正確に一致します。プレーヤー下の「コマ落ち」

は再生の荒れ具合の目安です。

演奏がいつも早い・遅いと感じるときは、レイテンシ補正(テイク全体)や ずらし(レイヤー単位)を使い、さら

にエディターでノート単位に調整してください。

11. 音声とMIDIの書き出し

書き出しダイアログ。

右上の 書き出し を押します。ミックスを書き出し (WAV) は、聞こえている全レイヤー（ミュート/ソロと

音量を反映）を16bitステレオWAV（44.1 / 48 kHz）にします。

ラウドネス: オフ は演奏のままの音量、ピーク −1 dBFS は最大ピークを −1 dBFS に揃え、ラウドネス目標

は統合ラウドネス（LUFS、ITU-R BS.1770）を測って目標値に合わせます（配信 −14、ポッドキャスト

−16、放送 −23）。リミッターがピークを −1 dBFS 以下に抑えます。書き出し後に測定結果が表示されま

す。

ステム (ZIP) は各レイヤーを元の音量のまま個別のWAVにします。レイヤーの ⋯ メニューから、そのレイ

ヤーだけをWAV / MIDIで書き出すこともできます。

MIDIを書き出し (.mid) は、全レイヤーを1トラックずつ（時間は映像と1:1）マーカー付きで書き出しま

す。どのDAWでも使えます。

音量つまみの横のレベルメーターはマスター出力を表します。クリックでピークをリセット。0 dBFS に達

すると赤くなります。
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映像と合わせるには、動画編集ソフトのタイムラインにWAVと元の映像を、どちらも0:00から置きます。

12. MP4書き出し・Pro・ライセンス

書き出しダイアログの 動画を書き出し (MP4) は、読み込んだ動画の音声を、あなたのミックス（ラウド

ネス設定を反映）に差し替えます。映像は再エンコードせずにコピーするので、画質も速度も保たれま

す。プロジェクトに動画が読み込まれている必要があります。

無料: 録音、レイヤー、ノートエディタ、マーカー、プリセット、WAVミックス書き出し、MIDI書き出し・

読み込み、バックアップ。Pro（買い切り・サブスクなし）では、サンプラー（自動チョップ含む）、音声

→ MIDI、MP4書き出し、ステム書き出しが使えます。Pro の機能には PRO の印が付いています。

購入: 上部の Pro にアップグレード を押します。支払い後に、ライセンスキーと Pro を有効にして開く ボ

タンのあるページが表示されます。このページは保存しておいてください。別の端末では、キーを Pro ダ

イアログに貼ります。

端末数: 1つのキーは最大3台（ブラウザ）で使えます。移すときは、古い端末の Pro ダイアログで解除す

ると、枠が空きます。

返金: 購入後14日以内なら理由は問いません。特定商取引法の表記ページの連絡先にご連絡ください。返

金後はキーが無効になります。

Pro が有効になると、ページのタイトルに Pro が付き、ロゴの横に金色の PRO バッジが出て、画面が金色

になります。

13. バックアップ・MIDI読み込み・オフライン・タッチ操作

プロジェクト → バックアップを書き出し (ZIP) は、プロジェクト・映像・サンプルを1つのファイルにま

とめます。バックアップから復元（このダイアログ、または一覧の バックアップ / ファイルを読み込む）

で新しいプロジェクトとして作られます。別のPCへの移動や安全なコピーに便利です。各プロジェクトカ

ードにも バックアップ ボタンがあります。

プロジェクト → .mid を読み込む は、MIDIファイルのトラックを現在の楽器で新しいレイヤーとして追加

します（マーカーも取り込み）。

プロジェクト → 音声 → MIDI は、録音したメロディ（歌、鼻歌、単音の楽器、ベースライン）を新しいレ

イヤーのノートに変換します。音域・感度・最短ノートを決めてから、音声ファイルか映像の音声を選び

ます。メロディ は同時に1音ずつ追う方式です。和音やピアノ・ギターは 和音・複数の音が同時に鳴る を

選びます（ブラウザ内で動くAIモデルで、初回は読み込みがあります）。バンドの完成ミックスはまだ粗い

ので、結果はノートエディタで整えてください。

アプリとしてインストール: Chrome / Edge のアドレスバーのインストールアイコン、またはタブレットの

「ホーム画面に追加」を使います。一度オンラインで開けば、オフラインでも動きます。

タッチ画面: 画面の鍵盤は複数の指での同時押しや、鍵の間のスライドに対応します。鍵の下側を触るほど

強く鳴ります。狭い画面では3オクターブ表示で、‹ › ボタンで移動します。

右上のキーボードのアイコンでショートカット一覧を表示できます（? キーでも可）。
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14. キーボードショートカット

キー 動作

Space 再生 / 一時停止

Esc 停止（録音の停止）

Home 先頭へ

, と . 1フレーム送り / 戻し（Shiftで10フレーム）

M マーカーの追加 / 削除

[ と ] 前 / 次のマーカーへ

Z / X オクターブ下げ / 上げ

A W S E D F T G Y H U J K O L P ; PCキーボードで演奏

Ctrl/Cmd + C · V · D · A ノートのコピー · ペースト · 複製 · 全選択

Delete 選択ノートを削除

← → ↑ ↓ 選択ノートを微調整（未選択のとき ← → はコマ送り）

Ctrl/Cmd + Z 元に戻す（Shiftでやり直し）

? ショートカット一覧を表示

15. トラブルシューティング

症状 対処

音が出ない ページを一度クリックしてください(それまで音声はブロックされます)。

システム音量や、レイヤー/音色のレベルが0でないか確認します。

「Web MIDIに対応していません」 パソコンの Chrome、Edge、Opera をお使いください。SafariはWeb MIDI

非対応です。

キーボードが一覧に出ない 挿し直し、デバイスを使っている他のアプリを閉じ、もう一度「MIDIに接

続」を押します。アドレスバーのサイト設定でMIDIの許可も確認してくだ

さい。

動画が再生できない MP4 (H.264) か WebM をお使いください。一部のMOV/MKVはブラウザが

読めないコーデックなので、変換が必要です。

ノートが遅れて感じる レイテンシ補正を上げるか、レイヤーのずらしを使います。

プロジェクトが見つからない プロジェクトはブラウザ・端末ごとに保存されます。「ファイル書き出し /

プロジェクトファイルを読み込む」で移してください。

16 / 17



リロードで動画が消えた ブラウザが保存を拒否した可能性があります(容量不足)。動画を読み込み

直し、空き容量の確保かバックアップ書き出しをしてください。

16. 補足

すべてブラウザ内でローカルに動作し、どのサーバーにも送信・アップロードされません。

音色は内蔵シンセサイザー(Web Audio)で生成されます。録音した音声はあなたのものです。

エディターの Ctrl/Cmd+Z で戻せるのはノート編集のみです。レイヤーやプロジェクトの削除は元に戻せ

ません。
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